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 とある宇宙の星のお話です。その星では、多くの人々が互いを差別し憎み合っていました。 
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その結果、大勢の人々が傷つき殺されてしまいました。  そこで人々は「差別は、許すことの出来ない

悪であり、悪人がすることだ」と信じるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大勢の人々が、差別という悪と戦うようになったのです。 
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教育の現場でも、差別は悪だと教えるようになりました。 
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あとがき ―絵本「再生産中」 

 

本絵本は差別をテーマとする絵本集の１作品です。 

もし、あなたがこの絵本に共感されたなら、ぜひ他の方にもご紹介いただきたくお願い致します。 

 

本絵本は、自由にコピーして下さって結構です（商業出版はじめ金銭的な授受を伴う場合を除きます）。 

また下記ＷＥＢからは、東郷潤の他の絵本やメッセージをダウンロードすることが出来ます。 
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